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かつて, 世界の小説や童話を元にした 1年間のアニメーション番組が, 日
曜夜 7時半から放映されていた｡ それを見て育った人, 我が子とともに見て
いた人は多いだろう｡ 本書は, 名作アニメーションの中から 9本の作品を題
材に, 原作および原作者, 物語が描く時代背景, アニメ制作者が省略あるい
は犠牲にした史実などを, 世界史という視点から多角的に検討する本である｡
本書は ｢いわゆる 『世界名作劇場』｣ と紹介しているが, 正確にいうと
1979年放映の ｢赤毛のアン｣ から ｢世界名作劇場｣ という名称になった｡ そ
れ以前は, 単独スポンサーであったカルピス社の名が冠されていた (松本,
pp. 46, 50, 日本アニメーションオフィシャルホームページ ｢作品紹介｣
http : //www.nippon-animation.co.jp /work /, 2012年10月 4 日最終アクセス｡)｡
1976年以降の作品はすべて日本アニメーション社が制作したが, 1974年放映
の ｢アルプスの少女ハイジ｣ までの作品, および1975年放映の ｢フランダー
スの犬｣ の途中までは, ズイヨー映像が制作した (松本, p. 51)｡ 世界名作
劇場の最後の作品は, 赤毛のアンがグリーン・ゲイブルズにやって来るまで
の生活を描いた ｢こんにちは アン ～Before Green Gables｣ (2009年 4 月
５日から同年12月27日まで放送) である｡
元々, 世界名作劇場のアニメはフジテレビ系で放映されていたが, 同局で
の放送終了後も, その他の民放テレビ局や NHKの衛星第 2放送 (2011年４
月から NHKBSプレミアムに名称変更) で何度も放送されてきた｡ 最近では,
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2012年10月から NHKBSプレミアムで ｢アルプスの少女ハイジ｣ が水曜日午
後 6 時半から放映されている｡ ｢世界名作劇場｣ が繰り返し放映される理由
には, 原作の質, アニメのキャラクターの愛らしさ, 丁寧な人物描写と視聴
者を引きつけて止まないストーリーの展開, ベテラン声優たちの巧みな演技,
個性豊かなテーマソングや美しい背景音楽があるのだろう｡
日曜夜 7時半に放送されていた名作アニメたちが日本の視聴者に与えた影
響は非常に大きい｡ おそらく, 手塚治虫のマンガに匹敵するのではないか｡
名作アニメは, スイスといえば ｢アルプスの少女ハイジ｣, ベルギーといえ
ば ｢フランダースの犬｣ というほど, 各国のイメージを日本人の間に強く形
成した｡ ｢アルプスの少女ハイジ｣ は初回放送から40年近く経つが, ここ２
年程, ハイジの登場人物たちをデフォルメしたキャラクターグッズが販売さ
れ, ここ数か月は, アニメ (場面, テーマソングとも) を利用した家庭教師
のコマーシャルまで放送されている｡ ｢赤毛のアン｣ は ｢アルプスの少女ハ
イジ｣ よりやや高い年齢の視聴者向けの作品だったが, 日本ではプリンスエ
ドワードアイランド (プリンスエドワード島) への憧れが高まり, 女性向け
雑誌で同島特集が何度も組まれ, NHKの 3 ヶ月トピック英会話 ｢原書で楽
しむ Anneの世界｣ (2008年 46 月放送) にも取り上げられた｡
一方, あまりありがたくない影響を及ぼしたアニメもある｡ 本書は取り上
げなかったが, アメリカ・ウィスコンシン州に暮らす少年とアライグマを主
人公にしたアニメ ｢あらいぐまラスカル｣ (1977年に初回放送) は, 子ども
たちに大人気だった｡ そして, ペットとしてのアライグマの輸入を増大させ
た (環境省, p. 8)｡ 成長すると粗暴になるアライグマは飼い主に遺棄され
やすく, アニメでも描かれていたように, 器用な前肢で檻を開け, 飼育施設
から逃亡する個体もいて, この外来種は日本国内に定着していった (同上)｡
アライグマによる被害は, サギ類のコロニーの破壊, サンショウウオの捕捉,
農作物の食害, 文化財の破損など, 日本の環境保全上, 大きな問題となって
いる (同上, p. 1)｡ いずれにせよ, 長年日本人に親しまれてきた名作アニ
メたちの ｢真実｣ を原作に立ち返り，世界史的視点から探るのは, 非常に意
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義ある試みと言えよう｡
本書の執筆者は全部で10名だが, 年齢層は非常に幅広い｡ 編者の藤川隆男
は1959年生まれだが, 最年長は1945年生まれで, 最年少は1981年の 2名であ
る｡ 初回放送で観た人, 再々放送で観た人など, 様々であろう｡
本書は全 9章で構成される｡ このほか, ｢はじめに｣, ｢あとがき｣, 関連事
項略年表がある｡ 各章の終わりには, 参考文献も数点以上付けられているの
で, アニメ作品に興味を持ち, 歴史的背景や史実との ｢からみ｣ を知りたい
人, アニメが舞台とした時代と国・地域について専門的な知識を得たい人に
も大いに役に立つ｡
第 1章は, ヴィクトル・ユーゴーの腐朽の名作 ｢レ・ミゼラブル｣ である｡
第 2 章は, ｢懐かしのアニメ｣ を鑑賞する番組で感動的な最終回が必ず取り
上げられる ｢フランダースの犬｣ である｡ 第 3 章は, ヨーロッパを旅する
｢家なき子レミ｣ と ｢ペリーヌ物語｣ である｡ 第 4章は, 日本のみならずヨー
ロッパでも大人気を博した ｢アルプスの少女ハイジ｣ である｡ 第 5章は ｢小
公女セーラ｣ で, 第 6 章は ｢母をたずねて三千里｣ である｡ 第 7 章は, ｢家
族ロビンソン漂流記―ふしぎな島のフローネ｣ である｡ 第 9章 ｢トラップ一
家物語｣ は, 映画 ｢サウンド・オブ・ミュージック｣ (1965年, 20世紀フォッ
クス) で有名になったオーストリア出身のトラップ一家を描いたものである｡
名作劇場で人気を博した ｢赤毛のアン｣ (1979年 1 月 7 日から同年12月30
日放送) と ｢あらいぐまラスカル｣ (1977年 1 月 2 日から12月25日放送) が
取り上げられなかったのは, カナダのプリンスエドワードアイランドが舞台
のアン・シャーリーと, ウィスコンシン州ブレールスフォードの自宅, 学校,
池が舞台のスターリング・ノース少年の物語は, 世界史的な展開に乏しいか
らではないかと推察される｡
評者は, 本書の中から, 評者がアニメをほぼ全回見たことがあり, イギリ
スに関係する ｢フランダースの犬｣ (1975年 1 月 5 日から同年12月28日放送)
と ｢小公女セーラ｣ (1985年 1 月 6 日から同年12月29日放送) を取り上げた
い｡
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第 2 章 ｢フランダースの犬｣ の原作は, ウィーダ (Ouida, 1839～1908)
の ｢フランダースの犬｣ (1872年刊) である｡ 原作者の本名はルイーズ・ド・
ラ＝ラメーだが, ベルギー人ではない｡ 父のルイ・ラメーはフランス人で,
母のスーザン・サットンはイギリスの中産階級出身であり，ルイーズ本人は,
イギリスのサフォーク州で生まれたという｡
本章は, ベルギーの複雑な成立過程をわかりやすく解説する｡ ベルギーは
かつてハプスブルク家の支配下にあった｡ 1648年にオランダが独立した際,
オランダの一部として独立した｡ が, 1789年にフランス革命が勃発すると,
1795年には低地地方の南部がフランスに併合され, 1815年に再びオランダの
支配下に入った｡ 1830年の七月革命を契機に, ようやくオランダから独立し
た｡ 今日のベルギーは, プロテスタントの多いフランデレン語 (オランダ語
に近い) を話す地域と, カトリックの多いワロン語 (フランス語に近い) を
話す地域から構成されるため, 地域により文化的な相違がかなり大きい｡ 評
者は首都ブリュッセルを中心にアントウェルペン (Antwerpen｡ 英語でアン
トワープ Antwerp) など幾つかの都市を訪問したことがあるが, フランデレ
ン地域とワロン地域で文化圏が全く異なることを何度も痛感した｡ 首都ブリュッ
セルは完全な 2カ国語表示だが, 人工的な印象を与えていた｡
本章によると, ｢フランダースの犬｣ は外国人が見たベルギーやフランデ
レン地方であり, 地元アントウェルペンの人さえ, 物語の存在を知らなかっ
たという (本書, p. 54)｡ アニメを見た日本人がアントウェルペンやネロの
出身である旧ホーボーケン村を訪れるようになったため, 1985年になってよ
うやく原作のオランダ語訳が出たほどだった (同上)｡ 一方, アニメに描か
れた風車, チューリップ, 人物の服装などがオランダを連想させるため, ベ
ルギーでのアニメ放映はかなわなかった (本書, p. 59)｡
本章は, 19世紀の歴史的文脈の中に ｢フランダースの犬｣ をおいて観察す
ることを試みる (本書, p. 63)｡ 著者は, ネロ少年に天賦の画才があったと
しても, 画家としての成功は難しかったという｡ なぜなら, 貧しい祖父と２
人で暮らし, 日銭仕事でかろうじて糧を得ていたネロは, おそらくオランダ
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語すらろくに読み書きできないからである (同上, p. 62)｡ 上流階級向けの
仕事をするには古典に対する幅広い教養が求められたし, 中流階級向けの雑
誌等に挿絵を描くにしても, ネロが教育のブランクを埋めるのに相当な労力
が要ったはずだという (同上)｡
このように, 著者はアニメと原作の双方がリアリティに欠けると酷評する
が, アニメに涙してきた読者がこれらの指摘に納得できないことも十分承知
している (同上, p. 63)｡ オランダ語, フランス語, ドイツ語を公用語とし,
宗教的にはカトリックとプロテスタントに分かれ, 言語・民族のバランス・
オブ・パワーに失敗すると内閣が成立しない国というのは, 一般的な日本人
の感覚ではなかなか理解できないだろう｡ だからこそ, 本章の辛辣な指摘は
貴重と言える｡
本書の第 5章は, ｢小公女セーラ｣ (1985年 1月 6日から同年12月29日放送)
を取り上げる｡ 原作は, いわずとしれたフランシス・バーネット (Frances
Eliza Burnett, 1849～1924) の ｢小公女｣ (1888年刊) である｡ ちなみに, 同
じ作者による小説 ｢小公子｣ も, ｢小公子セディ｣ (1988年 1 月10日から同年
12月25日放送) として世界名作劇場の一員になっている｡
主人公のセーラは, 幼い頃に母を亡くしたインド育ちの少女である｡ 裕福
な父は娘をロンドンのミンチン女子学院に預け, セーラは個室を与えられる
特別待遇の生徒となった｡ しかし, 父が事業に失敗して死去すると, ｢ダイ
ヤモンド・プリンセス｣ の運命は一変し, かつてのクラスメートたちを世話
する下働きとなる｡ 様々な困難がセーラを襲うが, 境遇の変わったセーラを
｢お嬢様｣ と呼び続けてくれるメードのベッキー, かつてセーラの馬を世話
していた厩舎の少年ピーターなどに助けられ, 最後は父の共同事業者だった
資産家のクリスフォード氏に救われる, という物語である｡
第 5 章 ｢小公女セーラ｣ に付された副題は, ｢イギリス社会の階級意識と
帝国｣ である｡ 19世紀のイギリスで中産階級の女性が職業を持つとすれば,
金持ちの家に住み込み, 子女に教育を与えるガヴァネスになるか, ミンチン
先生のように金持ちの子女を教育する学校を経営するほかなかった (本書,
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p. 132)｡ 原作者のバーネットも, 父が死んで経済的に苦労したが, 医師と
結婚して, 作家としての名声も確立した人物で, 小説のヒロインと個人史が
重なるという (同上, p. 133)｡ ｢小公女｣ セーラに限らず, イギリスの職業
婦人が経済的に裕福になるには, 金持ちと結婚するか, 金持ちの親戚からあ
る日突然遺産を相続するしかなかった｡ 本章では, ガヴァネスが雇用主と結
ばれるシャーロット・ブロンテ作 『ジェーン・エア』 (1847年刊) が類似例
として挙げられているが, 評者はコナン・ドイル原作シャーロック・ホーム
ズ・シリーズの 『四つの署名』 (1890年刊) を読んだ時にも同様のことを感
じた｡
セーラは学院のメードとなった後, ろくに食事も与えられず, 常に空腹を
抱えているが, 自分より貧しい少女にパンを施す｡ その場面を, 本章はセー
ラの階級意識の現れと指摘する (同上, p. 134)｡ さらに, 原作ではセーラ
が帝国意識も有していたと断罪する｡ 隣家のクリスフォード家に仕えるイン
ド人のラムダスを見かけた際, ｢浅黒い顔に表情が読み取れなかった｣ とい
う趣旨の記述があるが, そこに帝国意識が現れていたという (同上, p. 135)｡
著者は, 日本に併合された朝鮮半島出身者に対して, 一般の日本人が持った
意識と同様だと指摘する (同上)｡ 著者も述べるとおり, アニメ版のセーラ
に親しんだ人には全く意外であろう｡ 何しろ, アニメ最大の悪役は冷たいミ
ンチン院長だからである｡
評者は, 本章が世界史的視点だけでなく, アニメが放映されていた当時の
日本の事情を考慮してもよかったのではないかと思う｡ アニメでセーラの声
を務めた声優の島本須美の声質と演技は, 主人公のけなげさを一層強調して
いる｡ 島本は, 1979年公開の劇場版アニメ ｢ルパン三世 カリオストロの城｣
のクラリス・ド・カリオストロ役, および1984年公開の劇場版アニメ ｢風の
谷のナウシカ｣ の主人公ナウシカ役などでよく知られているが, 可憐な少女
が逆境や困難にひたすら耐え道を切り開くという点でも, クラリス, ナウシ
カ, セーラには共通するものがある (だからこそ, 島本がオーディションで
これらの役を獲得したのであろう)｡ また, 貧しさ, ひもじさにくわえて,
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ミンチン先生の過酷なまでの仕打ちと，いじわるなラビニアなど一部の元ク
ラスメートたちの嘲笑に耐えるセーラは, 1983年４月から１年間 NHKで放
映された朝の連続テレビ小説 ｢おしん｣ の少女期 (配役・小林綾子) を彷彿
とさせる｡ 周知のとおり, 1983年の春は毎朝日本中が山形の寒村に生まれた
貧しい少女に涙し, 大根飯がブームとなった｡ ｢おしん｣ の放映からあまり
年数が経っていなかったため, アニメ制作に携わったスタッフたちも ｢おし
ん｣ に影響を受けていたかもしれない｡ それを念頭に置いていれば, いたい
けな少女に潜む大英帝国の階級意識を解説するにも, 別の切り口があったの
ではないかと評者は考える｡
次に, 本書全体に対する評者のコメントを記したい｡ 本書を読んで, 本書
のめざした主な読者層が評者にはわかりにくかった｡ ｢はじめに｣ によると,
｢受験を控えている人は読めば大学入試にも通るし, サラリーマンの方には,
同僚との会話のネタができる｣ (p. 6) とある｡ だが, 本書の取り上げる歴
史的背景はかなり深く, 取り上げる国も多岐にわたる｡ 本書の内容を十二分
に活用できるのは, 率直にいって高校や大学の教員, 塾・予備校の講師とい
う気がした｡ サラリーマンで本書を同僚との会話のネタにできる人は, おそ
らく ｢世界史｣ で大学受験をした人ではないか｡
一方, 本書は幅広い教養をわかりやすく説明しているので, 意欲的な中高
生には極めて役立つであろう｡ とくに, アニメや映画から歴史上のできごと
や人物を知ったが, 史実はどうだったのか知りたいと興味を持つ人にとって,
本書は格好の教材となる｡ ここ数年, 極端に歴史的事実を単純化し, 俗説を
あたかも有力説の 1つのように取り上げた番組がテレビ画面に氾濫している｡
｢歴史バラエティー番組｣ とでも呼ぶべきだろうか｡ NHKの番組でさえ, こ
れまでに発見された史料では確認できていないことを, さも確実なことのよ
うに一部の出演者が語る場面がよく見られる｡
評者は, 批判的に情報を読み解くクリティカル・リーディングが, 大学初
年次教育でもっと真剣に取り組まれるべきと考えているが, 最初に始めるべ
きはメディア・リテラシーであろう｡ インターネット上の情報に関する啓発
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活動と比べると, テレビ番組 (ニュース, バラエティー情報番組を含む) に
関する啓発活動は極めて少ない｡ アニメは老若男女を問わず親しみやすいた
め, アニメの提示する情景は, 日本人の発想というフィルターで濾された上
で, 視聴者の記憶に定着する｡ それは, ｢フランダースの犬｣ や ｢あらいぐ
まラスカル｣ で見られたとおりである｡ そう考えると, アニメはメディア・
リテラシーの教材にまさに向いているのではないか｡
最後に, 本書は執筆者らの幅広い教養と問題意識の共有, 文体の統一など,
編者を初めとする執筆者たちの多大な努力によって誕生したと察せられる｡
社会科の教科書や歴史書の出版が多い山川出版社ならではの企画であったと
言えよう｡ 本書を企画し執筆したすべての人々に対し, 評者の心からの敬意
を表したい｡
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